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特集　防災講演会

宮城県沖地震は必ずやってくる

チェックしよう、あなたの防災知識チェックしよう、あなたの防災知識

　近い将来高い確率で発生が予想されている宮城県

沖地震に対する備えを心がけていただくため、国土

地理院東北地方測量部との連携により、防災講演会

が10月25日、石巻文化センターで開催されました。

　会場には約500人の市民が参加する中、東北大学

地震噴火予知研究観測センター教授の長谷川昭さん

から「宮城県沖地震に備えて」をテーマに、地震発

生のしくみや地震の予知などについて基調講演が行

なわれました。 防災講演会のようす
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。
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し
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固
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間
に
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た
っ
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蓄
積
さ
れ
た
観
測
デ
ー
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に
よ
り
、
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ペ
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テ
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こ
と
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き
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、
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時
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。
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プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
は
、
東
北
地
方
が

乗
っ
て
い
る
北
米
プ
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が
、
太
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洋
プ
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ー
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潜
り
込
み
に
し
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が
っ
て
引
き
ず
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込
ま
れ
、
そ
の
反
動
で
跳
ね
返
っ
て
起
き
る
地

震
で
、
想
定
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
が
こ
れ
に

あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
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東
北
地
方
は
典
型
的
な
「
プ
レ
ー
ト
沈
み
込

み
帯
」
に
位
置
し
、
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に

伴
っ
て
発
生
す
る
地
震
や
火
山
活
動
の
格
好
の

調
査
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
観
測
デ
ー
タ
と
、
そ
れ
を
用
い

た
丹
念
な
解
析
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
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　当センターでは、高感度地震観測データ

に基づき、典型的なプレート沈み込み帯で

ある東日本の地殻・マントル構造、地震発

生機構を詳細に明らかにするなど、地震発

生の予測精度向上を目指し研究をしてい

ます。

　地震に対する防災は、国や県、市町村の

規模で対策を講じなければなりませんが、

市民の皆さんには、今回のような講演会な

どを通して地震発生のメカニズムを理解

していただき、地震に対する意識の高揚が

もっとも重要です。
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◎プレート運動
�海のプレートは海嶺（海底山脈）で生成される。

�海嶺から両側に地球表面に沿ってゆっくりと移動する。

�陸のプレートと衝突すると、重い海のプレートが海溝のと

　ころから沈み込む。

◎プレート境界
　における
　すべり様式

１）アスペリティ（固着域）
　　　地震間：固着している
　　　地震時：急激にすべる
　　　　　　　　　（地震すべり）
２）安定すべり域
　　　地震後：　　ゆっくりすべる
　　　地震間：　　（非地震性すべり）
　　　地震時：バリアーの働き

アスペリティ
モデル

�
�
�

◎プレート境界地震の発生のしくみ
�海のプレートが陸の下に沈み込む。

�プレート境界面に摩擦力が働き、陸のプレートをひきずり

　込む。

�強度の限界に達すると、プレート境界面で急激なすべりが

　生じ、地震が発生する。

（資料提供：地震調査研究推進本部）


